
●リハビリテーション科
奥村 友香

●肝・胆・膵外科
北畑 裕司

●精神科神経科
櫻井 正彦

●眼科
関谷 友宏

●リハビリテーション科
竹田 倫世

●救命救急センター
小濱 圭祐

●脳神経内科
吉積 一樹

●ペインクリニック部
石本 大輔

●精神科神経科
荻野 　俊

着任 2025年11月1日～2026年1月1日付 退任 2025年10月31日～2025年12月31日付

医師の異動

※公的機関・医療機関専用ホットラインです。患者さんへの公表はお控えください。

救 急 ホ ッ ト ラ イ ン

▶循環器疾患と思ったら ……080-2475-7380（循環器内科医師）
▶脳疾患と思ったら …………080-2529-8239（脳神経外科医師）
▶3次救急疾患（重症患者等） 080-2504-9504
上記以外の場合は
▶医療支援センター …………0798-45-6001（平日8：30～16：45まで）
▶受入窓口看護師 ……………080-9590-0885（休日及び16：45～翌8：30）

2025年10月1日より兵庫医科大学病院の救急ホットラインが変更となり
ましたのでお知らせいたします。

オンライン紹介予約のご案内

「眼科」「アレルギー・リウマチ内科」
「脳神経内科」がオンライン紹介予約の
対象診療科に追加となります。
ご利用にあたってはID・パスワードの発行が必要になります。
右の二次元コードもしくは当院ホームページから申請を
お願いします。

＊重症、緊急性の高い患者は直接お問い合わせください
＊医師の休診等により代診医が診察することがあります
＊初回は初診医で診察し、次回診察時より専門医の予約となる場合があります。

ID、パスワード発行

当院ホームページ

兵庫医科大学

オンライン紹介予約オンライン紹介予約
予約対応診療科追加のご案内

※重症患者や緊急性の高い患者は、直接お問い合わせ下さい。
※医師の休診等により代診医が診察する場合があります。
※初回は初診医で診察させて頂き、次回診察時より専門医の予約になる場合があります。

©Hyogo Medical University, All rights reserved.

循環器内科、血液内科、アレルギー・リウマチ内科、
糖尿病・内分泌・代謝内科、消化管内科、呼吸器内科、
脳神経内科、腎・透析内科、皮膚科
上部消化管外科、下部消化管外科、炎症性腸疾患外科、小児外科、
心臓血管外科、呼吸器外科、形成外科、眼科、歯科口腔外科

中皮腫センター、肥満症センター

予約対応診療科

インターネット端末にて、診察室、受付窓口、
その場から予約が可能なオンライン紹介予約に、
10/1より脳神経内科が追加になりました。

　当センターでは、医療用シミュレータを用いた技術練習や、模擬的にトレーニング
できるシミュレーションなど、様々な学習目的に合わせた環境を提供しています。
　学内のみならず、学外の方にもシミュレーションセンターや医療用シミュレータの
貸出を行っておりますので、ぜひご活用ください。

詳細はこちらを
ご覧ください。

兵庫医科大学 臨床教育統括センター

シミュレーションセンターのご案内

兵庫医科大学  病院事務部  医療人教育課　TEL：0798-45-6628　MAIL：ikusei@hyo-med.ac.jpお問い合わせ先

パンフレット HP

　※イベントの詳細は当院ホームページにてご案内いたします。
　※かかりつけの患者様にご案内するチラシをご希望の場合は、右記二次元コードよりご依頼ください。
　　当院よりご郵送させていただきます。

>>> 大阪梅田ツインタワーズ・サウス11階 梅田サウス カンファレンスルーム
●  3 月 7 日（土） 「婦人科がんで困らないために ―検診と予防のポイント―」（講師：産科婦人科　馬淵 誠士） 

阪神電気鉄道株式会社と共催で、阪神沿線住民の健康増進による沿線活性化を目的として「阪神沿線健康講座」を
開催しています。本年度も下記内容にて開催が決定しました。

新病院棟開院
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6つの基本方針を軸に新病院棟の誕生へ
　2026 年 9月 24日開院予定の新病院棟において基本方針として掲げている「医療
人育成」、「環境整備」、「職場環境の構築」では、教育・研究・働き方のさらなる充実、
さらには患者さんやご家族にやさしく地域住民に親しまれる環境の整備を目指して
います。
　病棟にはスタッフルームや学生スペースを設け、医師・看護師・コメディカルなど多
職種が日常的に意見交換できる環境を整備し、チーム医療の推進と教育機能の強化を
図ります。
　また、職員食堂「むこキッチン」は、武庫川を臨む眺望の良い7階東側に配置し、働く
人が心身ともにリフレッシュできる空間とします。さらに、地域に開かれた病院を目指
し、1階には「医大モール」を設置。コンビニやレストランなどのアメニティ施設を集約
し、患者さんやご家族、地域の皆さまにも親しみやすい病院づくりを進めてまいります。

〒663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1－1
TEL（0798）45-6111（大代表）

ＴＥＬ：0798－45－6035（直通）　ＦＡＸ：0798－45－6002（直通）
編集・発行　2026年2月　兵庫医科大学病院　医療支援センター

2025年度阪神沿線健康講座開催のご案内（市民対象）



専門分野 ●上部消化管外科（主に食道，肥満症外科）
●日本外科学会　専門医・指導医　●日本消化器外科学会　専門医・指導医・消化器がん外科治療認定医　●日本食道学会　食道外科専門医
●日本内視鏡外科学会　技術認定医（胃）　●日本ロボット外科学会　da Vinci / hinotori コンソールサージャンライセンス取得者

資　　格

兵医食道癌診療 Update 2026
― 早期発見から専門治療へ，地域で食道癌に立ち向かう

第54回 2026年4月18日（土）

倉橋 康典上部消化管外科 講師

　近年、食道がんの診療は非常に高度化しています。手術や化学療法
（抗がん剤）、放射線治療などを組み合わせて行う集学的治療には、
チーム医療が欠かせません。当院では、内科と外科が密に連携して治
療を行うとともに、低侵襲性と安全性の向上が期待される手術支援

ロボットや、プロジェクションマッピングの技術を応用した
MIPS（Medical Imaging Projection System）というシ
ステムなど、最先端技術を駆使して治療にあたっています。本
セミナーでは、当院のチーム医療や合併症リスク軽減のため
の取り組みを紹介し、実際の症例や手術動画をお見せしなが
ら、食道がん診療の最前線についてお話しする予定です。地
域医療に役立つ最新の知見を共有できれば幸いです。 

兵医サタデーモーニングセミナーとは？
　毎月第3土曜日の早朝に、医師および医療関係者を対象として
開催している30分間のオンラインセミナーです。実際に現場で
治療をしている各診療科の医師より、当院での取り組みや最新情
報をお届けします。また、当セミナーは「日本医師会生涯教育制
度」の単位認定（1回につき0.5単位）が可能です。他科の治療に
関するテーマにも是非お気軽にご参加ください。

費用は無料です（キャンセル手続等もございません）　

zoomミーティングにて開催します　

日医生涯教育制度の単位認定（0.5単位）が可能です
（当日ご参加いただいた方のみ）

講演内容について、お気軽にご質問いただけます

開催日 講  師 セミナー演題

アーカイブ動画（期間限定配信）

第49回 2025年11月15日 診療部長  東  直人
アレルギー・リウマチ内科

第50回 2025年12月20日 閔  庚徳
循環器内科 講師

※「兵医サタデーモーニングセミナー」は医師及び医療従事者を対象とした動画配信セミナーです。
　提供している情報は専門的なものであり、一般の方への情報提供を目的としたものではございませんので、あらかじめご了承ください。

第51回 2026年1月17日 診療部長  岸本 裕充
歯科口腔外科 主任教授／

ステロイドフリーを目指す
全身性エリテマトーデス治療

歯科受診をすすめてみては？
 ～糖尿病、リウマチ、認知症、骨粗鬆症他～

息切れに潜む心疾患

二次元
コード

第53回 2026年3月21日（土）

専門分野
●日本眼科学会専門医　●日本眼科学会指導医

●網膜硝子体　●黄斑疾患　●白内障

資　　格

網膜硝子体疾患の治療
佐藤 孝樹眼科 講師

　当院での硝子体手術の件数は、年間700件を超えています。疾患別
で見ると1番多いのは網膜剥離で、2024年度の手術件数は250件で
した。網膜剝離の発症率は1万人に1人程度ですから、兵庫県の人口は
約500万人と考えると当院の手術件数が多いことがわかります。次に
多い疾患は黄斑上膜です。近年はOCTの普及により早期の診断が可
能となりました。手術による改善効果は限定的で、最終的に視力障害
や変視を残す方も多いのですが、術前の視力が良好であるほど改善が
見られやすいため、早期に手術を行うケースが増えています。本セミ
ナーではこの2つの疾患の現状についてお話をさ
せていただき、地域の先生方とのより良い連携に
つなげていきたいと思います。

第52回

兵医サタデーモーニングセミナー
2026年2月21日（土）

慢性難治性疼痛の治療
～チームでの取組み～

髙雄 由美子ペインクリニック部 診療部長

専門分野 ●ペインクリニック　●麻酔
●医師免許　●日本麻酔科学会（機構専門医、指導医）　●日本ペインクリニック学会（専門医）　●日本慢性疼痛学会（専門医）資　　格

　痛みにはさまざまな分類があり、その1つに急性疼痛と慢性疼
痛があります。3ヶ月以上続く痛みを慢性疼痛と呼びますが、有病
率は日本の成人人口の22.5%と推計されています。慢性の痛み
はQOLを低下させ、就労困難を招くなど、社会的損失が非常に大
きいのです。地域の先生方が診ておられる患者さんの中にも、慢
性疼痛でお困りの方がいらっしゃるのではないでしょうか。最近は
痛みが難治化するメカニズムや、複数の職種が関わる集学的治療
が有効であることが明らかになっています。当院では、慢性疼痛集
学的治療チームを立ち上げ、多職種で痛みに対して取り組んでい
ます。本セミナーでは、痛みについて、そしてチームの取り組みに
ついてご紹介します。

地域医療連携だより　2026年冬号 2026年冬号　地域医療連携だより

第53回申込
はこちら

第54回申込
はこちら

第52回申込
はこちら


